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環境社会学は,人間社会とその周辺の自然環境との相互作用を社会や人々の側から検討
する学問である.人々の日常は,感染症や自然災害等のリスクに直面しており,この根源に
は人間社会と自然環境との関係性の歪みが潜んでいる.こうした時代に重要な意味を持
つ,環境社会学の視座やアプローチ,これまでの研究蓄積,今後の展開を収載.

現代社会に重要な環境社会学の主要知識を網羅
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刊行にあたって（一部抜粋）

2022年12月吉日

編集委員長　井上  真
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　新型コロナウイルス感染症，豪雨による洪水被害，猛暑・台風・豪雪の激甚化など，私たちの日常生活は多く
のリスクに直面しています．このようなリスクの根源には人間社会と自然環境との関係性の歪みが潜んでいま
す．こうした時代だからこそ，環境社会学の視座やアプローチ，これまでの研究蓄積，そして今後の展開が社会
にとって重要な意味を持つことになるでしょう．
　環境社会学は，人間社会とその周辺の自然環境との相互作用を社会や人々 の側から検討する学問です．日
本の環境社会学は，公害や大規模開発の問題等の解決を目指す「環境問題の社会学」と，人間と自然環境の
多様な関係性や生活世界の理解を目指す「環境共存の社会学」として展開されてきた研究がベースとなってい
ます．ともに被害者，被災者，生活者，居住者の視点とフィールドワークを重視する研究です.もちろん，現場だ
けで終わるわけにはいかないケースが多いことは確かですが，まずは現場を訪れ，驚きや怒りとともに新たな発
見を経験することが研究の継続と展開に不可欠となります．隣接する学問分野との協働を含む学際性も環境
社会学の特長といえるでしょう．
　「フューチャー・アース」は持続可能な地球社会の実現を目指すため世界の研究者コミュニティや国連機関な
どによって2015年に開始された学際的な国際協働研究プログラムで，日本学術会議はこれを強く推進してい
ます．この「フューチャー・アース」が重視しているのが「超学際(trans-disciplinary)」研究です．これは，「学際
(inter-disciplinary)」研究を超え，地域社会などさまざまな主体と連携・協働しつつ，当事者の視座から研究
の目的を設定し，可能な範囲で当事者と一緒に研究を実行し，研究成果の社会実装を構想する研究です．実
は，環境社会学徒がこれまで試みてきた研究のなかには，「超学際」という用語は使っていなくても実質的には
「超学際」研究がたくさん存在しています．つまり，環境社会学は時代を先取る研究を蓄積してきたといえるの
です．
（中略）
　本事典が，環境社会学の来し方を振り返り，また行く末を照らすサーチライトのような役割を果たし，読者の
みなさまがそれぞれの関心に応じて活用してくださることを願っています.
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国境を越える核被害／軍事化する社会／軍事基地と騒音問題／最大の環境
破壊としての戦争／NIMBY施設としての軍事基地／被爆者運動／コラム 国
境離島と軍事基地

第15章 発展途上国の開発・保全と環境
グローバル・コモディティをめぐる問題／ポリティカル・エコロジー／大規模農
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科学の不定性と規制科学／構築主義とアクターネットワーク理論／リスク社
会論と合意形成／科学知識の捉え方と環境問題／科学技術のガバナンス／
環境リスク評価の問題点／科学技術とメディア／環境問題に対する懐疑論と
メディア／遺伝子操作と環境／事故と組織的無責任／巨大プロジェクトと
ロックイン／企業環境主義／サステナビリティ・トランジション／コラム 人工知
能・機械学習と環境

第19章 食と農
農の原理／農業の工業化・産業化／食と農のグローバル化／農と食の分離／
農がつなぐ都市と農村／食の認証制度／社会につながる食／食の倫理／有
機農業／食を自給する権利／農をめぐる資源管理／市民にとっての農／学校
給食と食育／田園回帰・農的暮らし／食と農の政策／食と農の景色／食をめ
ぐる貧困・格差／コラム 山の暮らし再考

第20章 エネルギーと環境
エネルギーと日本社会／核廃棄物の最終処分場と合意形成／東日本大震災
後のエネルギー政策／原発再稼働と住民合意／再生可能エネルギー開発の
社会的受容性／日本におけるコミュニティパワーの展開／世界のコミュニティ
パワー／地方自治体と地域新電力／里山再生とバイオマス／気候変動と日本
の地域政策／エネルギートランジションと分散型社会／エネルギーと市民科
学／コラム 洋上風力発電と産業・地域／コラム 小水力発電と地域社会／コ
ラム 地熱発電と地域社会

第21章 人新世の環境社会学
人新世／感染症・パンデミック／気候変動／気候正義／ポストヒューマニズム／
新しい物質代謝論／人とモノの関係論／脱開発・脱成長論／緑の資本主義／環
境と福祉／コラム 再自然化する都市／コラム グレート・アクセラレーション

付録
環境社会学会30年の歩み

◆第I部 〈人-自然〉の変容と社会 

◆第II部 環境問題の現場から考える

◆第III部 環境のリアリティに向き合う 

◆第IV部 環境社会学のフロンティア 


